
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
案
要
綱

第
一

趣
旨
（
第
一
条
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
天
皇
陛
下
が
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
の
御
即
位
以
来
二
十
八
年
を
超
え
る
長
期
に
わ
た
り
、
国
事
行

為
の
ほ
か
、
全
国
各
地
へ
の
御
訪
問
、
被
災
地
の
お
見
舞
い
を
は
じ
め
と
す
る
象
徴
と
し
て
の
公
的
な
御
活
動
に
精
励
し
て

こ
ら
れ
た
中
、
八
十
三
歳
と
御
高
齢
に
な
ら
れ
、
今
後
こ
れ
ら
の
御
活
動
を
天
皇
と
し
て
自
ら
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
困
難
と

な
る
こ
と
を
深
く
案
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
、
国
民
は
、
御
高
齢
に
至
る
ま
で
こ
れ
ら
の
御
活
動
に
精
励
さ
れ

て
い
る
天
皇
陛
下
を
深
く
敬
愛
し
、
こ
の
天
皇
陛
下
の
お
気
持
ち
を
理
解
し
、
こ
れ
に
共
感
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
皇

嗣
で
あ
る
皇
太
子
殿
下
は
、
五
十
七
歳
と
な
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
国
事
行
為
の
臨
時
代
行
等
の
御
公
務
に
長
期
に
わ
た
り
精
勤

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
い
う
現
下
の
状
況
に
鑑
み
、
皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）
第
四
条
の
規
定
の
特
例

と
し
て
、
天
皇
陛
下
の
退
位
及
び
皇
嗣
の
即
位
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
天
皇
陛
下
の
退
位
後
の
地
位
そ
の
他
の
退
位
に
伴

い
必
要
と
な
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二

天
皇
の
退
位
及
び
皇
嗣
の
即
位
（
第
二
条
関
係
）

天
皇
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
限
り
、
退
位
し
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



第
三

上
皇
（
第
三
条
関
係
）

一

第
二
に
よ
り
退
位
し
た
天
皇
は
、
上
皇
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

上
皇
の
敬
称
は
、
陛
下
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

上
皇
の
身
分
に
関
す
る
事
項
の
登
録
、
喪
儀
及
び
陵
墓
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

上
皇
に
関
し
て
は
、
二
及
び
三
の
事
項
を
除
き
、
皇
室
典
範
に
定
め
る
事
項
（
皇
位
継
承
資
格
及
び
皇
室
会
議
の
議
員

資
格
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
皇
族
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
四

上
皇
后
（
第
四
条
関
係
）

一

上
皇
の
后
は
、
上
皇
后
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

上
皇
后
に
関
し
て
は
、
皇
室
典
範
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
皇
太
后
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
五

皇
位
継
承
後
の
皇
嗣
（
第
五
条
関
係
）

第
二
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な
っ
た
皇
族
に
関
し
て
は
、
皇
室
典
範
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
皇
太
子

の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
六

附
則



一

施
行
期
日
（
附
則
第
一
条
関
係
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
並
び
に
第
六
の
一
の
２
、
二
、
八
及
び
九
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
六
の
十
及
び
十
一

は
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

１
の
政
令
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
皇
室
会
議
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

こ
の
法
律
の
失
効
（
附
則
第
二
条
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
前
に
皇
室
典
範
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ

の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

皇
室
典
範
の
一
部
改
正
（
附
則
第
三
条
関
係
）

皇
室
典
範
の
附
則
に
、
次
の
規
定
を
新
設
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

こ
の
法
律
の
特
例
と
し
て
天
皇
の
退
位
に
つ
い
て
定
め
る
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
（
平
成
二
十
九

年
法
律
第

号
）
は
、
こ
の
法
律
と
一
体
を
成
す
も
の
で
あ
る
。



四

上
皇
に
関
す
る
他
の
法
令
の
適
用
（
附
則
第
四
条
関
係
）

１

上
皇
に
関
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
名
誉
に
対
す
る
罪
に
係
る
告
訴
及
び
検
察
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
三

（一）
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
る
検
察
審
査
員
の
職
務

の
事
項
の
ほ
か
、
皇
室
経
済
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
令
に
定
め
る
事

（二）

（一）
項

２

上
皇
に
関
し
て
は
、
１
の
事
項
の
ほ
か
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め

る
法
令
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
皇
族
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

上
皇
の
御
所
は
、
国
会
議
事
堂
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
そ
の
他
の
国
の
重
要
な
施
設
等
、
外
国
公
館
等
及
び
原
子
力

事
業
所
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
九
号

）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
施
設
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ
と
。

五

上
皇
后
に
関
す
る
他
の
法
令
の
適
用
（
附
則
第
五
条
関
係
）

上
皇
后
に
関
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
皇
太
后
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



刑
法
の
名
誉
に
対
す
る
罪
に
係
る
告
訴
及
び
検
察
審
査
会
法
の
規
定
に
よ
る
検
察
審
査
員
の
職
務

（一）

の
事
項
の
ほ
か
、
皇
室
経
済
法
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
令
に
定
め
る
事
項

（二）

（一）

六

皇
位
継
承
後
の
皇
嗣
に
関
す
る
皇
室
経
済
法
等
の
適
用
（
附
則
第
六
条
関
係
）

１

第
二
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な
っ
た
皇
族
に
対
し
て
は
、
皇
族
費
の
う
ち
年
額
に
よ
る
も
の
と
し
て
、

定
額
の
三
倍
に
相
当
す
る
額
の
金
額
を
毎
年
支
出
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

四
の
３
の
規
定
は
、
第
二
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な
っ
た
皇
族
の
御
在
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

七

贈
与
税
の
非
課
税
等
（
附
則
第
七
条
関
係
）

第
二
に
よ
り
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
皇
室
経
済
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
皇
位
と
と
も
に
皇
嗣
が
受
け

た
物
に
つ
い
て
は
、
贈
与
税
を
課
さ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

八

意
見
公
募
手
続
等
の
適
用
除
外
（
附
則
第
八
条
関
係
）

次
に
掲
げ
る
政
令
を
定
め
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
六
章
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。



第
二
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
う
元
号
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

（一）

四
の
１
の

、
四
の
２
、
五
の

及
び
九
に
基
づ
く
政
令

（二）

（二）

（二）

九

政
令
へ
の
委
任
（
附
則
第
九
条
関
係
）

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

十

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
改
正
（
附
則
第
十
条
関
係
）

国
民
の
祝
日
で
あ
る
天
皇
誕
生
日
を
「
十
二
月
二
十
三
日
」
か
ら
「
二
月
二
十
三
日
」
に
改
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

十
一

宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
改
正
（
附
則
第
十
一
条
関
係
）

宮
内
庁
法
の
附
則
に
、
次
の
規
定
を
新
設
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

１

宮
内
庁
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
上
皇
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

１
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
宮
内
庁
に
、
上
皇
職
並
び
に
上
皇
侍
従
長
及
び
上
皇
侍
従
次
長
を
置
く
も
の

と
す
る
こ
と
。

３

上
皇
侍
従
長
及
び
上
皇
侍
従
次
長
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条

に
規
定
す
る
特
別
職
と
し
、
給
与
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



４

第
二
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な
っ
た
皇
族
に
関
す
る
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
宮
内
庁
に
、
皇
嗣
職

及
び
皇
嗣
職
大
夫
を
置
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

５

皇
嗣
職
が
置
か
れ
て
い
る
間
は
、
東
宮
職
を
置
か
な
い
も
の
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

６

皇
嗣
職
大
夫
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
第
二
条
に
規
定
す
る
特
別
職
と
し
、
給
与
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。


